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I 目的

近年わが国の言語障害をもっ子どもの治療もかなり進

んできたが、幼児の言語発達に関する研究は数多くあり

ながら、言語発達の過程に含まれている「構音能力」の

発達に関する研究はわづかしかみあたらない。アメりカ

ではすでに1921年に Dawson，l) 1930年に Wellman，

Case， Mengert， Bradbury，21 1931年にT阻 ViS，Sl1934 

年には Poole;1l 1950年に Roe，ω1952年に Templin6l等

により早くから幼児の榔音発達に関する研究がなされ、

その後も数多く研究が続けられているが、わが国では、

1943年に発表された牛島、森脇"の研究の他、 1960年の

小西ヘ 1961年の村井"、 1962年、 66年の中島川、 1965 

年、 67年の高木、安田川、 1967年の中西、大和田山の研

究の他はあまり研究が発表されていない。

幼児はことばを学習してゆく時に、同時に母国語の言

語音も習得してゆくが、順調に構音技術を習得してゆ〈

こどもがいる一方、必ずしも順調にゆかない子どもがみ

られる。言語障害の中でも機能的榔音符害はかなり多数

あらわれており、その大部分は、椛音能力の発達の途上

でおこっていることが臨床的に明かにされている。この

椛音能力の発達の推移並びに基準がわかれば、一人一人

の子どもの構音能力の発達の程度を知ることができ、早

期に陣容を予防することや、すでに障害をおこしている

子どもに対しては、診断と治療に役立てることができ

る。

そこでわれわれは、 Z才より 6才半までの幼児の携音

能力はどのように発達してゆくものかをはっきり知るた

めに本調査を行った。今まで、構音能力は大体ある順序

で発達してゆくことや，臨床的に問題になる音は、サ行

音、ザ・ズ・ゼ・ゾ音、カ行音、ヵ・行昔、シャ行音、ラ

行音、ハ行音、それにタ行音の中のツ音であり、これら

の音は年令が進まないと発達しないことなど何人かの学

者が述べてきているが、たしかにそうであるのか具体的

に委しい資料に乏しいので、われわれは特に、 1)2才よ

り6才半までの幼児の各年令層における榔音能力の発達

段階、つまり、各語音について正しい構音の完成する最

低年令と、 2)正しい構音の完成する音の順位及び3)特に

構音しにくい語音を調べることを目的とした。調査は、

1966年4月に閥始し、 '67年11月までに第 l表に示すよう

に446名の子どもの椛音に関する資料を得ることができ

，. 
~。

第 1表調査対象人数
Table 1. The Number of Subjects examined 

年九~令¥、¥人¥数J1 男 女 計

2:0 13 13 26 

2:6 21 21 42 

3:0 25 25 50 

3・6 25 25 50 

4:0 25 25 50 

4:6 25 25 50 

5・0 24 24 48 

5 :ι 25 25 50 

6:0 25 25 50 

6:6 15 15 30 

合計 446
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E 方 法

1. 対象

4才以上の子どもの資料は主として東京都内港区及び

渋谷方面の4つの幼稚園の協力により、 4才以下の子ど

もの資料は、日本総合愛育研究所保健指導部、教義相談

室を訪れた子ども、ナースリールームに来ている子.ど

も、及び各調査者の知人の子どもから得ることができた

〈第2表〉。したがって、幼稚閤児以外の対象は東京都内

幸地区に少しづっ分散しており、対象児はほとんど全部

が中流家庭の子どもである。

第2衰調査対象
Table 2. Subjects examined 

主主titii計Ji;
3:6 4:0 4:6 

す"R"足元 男|女|男女男|女 男|女
計

s 11 1 2 21 41 41 12 

盛南坂幼稚閤 51 !o 3 61 41 71 8 

同胞幼稚翻 71 7 111 151 71 4 131 13t 61 2 

原宿幼稚図 41 3 91 9 71 7 71 6 51 21 41 6 21 2 

愛育研究所 131 10 131 4 61 7 21 21 71 2 81 51 41 1 

自 宅 3 司 2 6 3 4 3 6 4 2 2 3 1 l 45 

計 13t 13 21 21 251 25 251 25 251 25 251 25 241 24 251 25 251 25 151 15 446 

対象児はいずれも調査のためのテストに応じられる子 る閥、知能も聴力も運動峨能も正常範閤内にあると判断

どもをとらえたため、 2才台では、相当発達のよい子ど した子どもを選ぶことにした。また、今回は、対象を東

もの資料を得る結果となった。この調査にあたっては、 京都内の中流家庭の子どもだけにしぼったが、家庭の社

一人一人の子どもの知能、聴力、運動機能を改めて精密 会的、経済的状態の異った別地域内の対象を選んで調べ

に検査すべきであったが、多くの入手と時闘を要し、実 ることも必要であろう。年令府は第1表に示すように10

現がなかなか困難なため、幼稚闇児や教義相談室を訪れ 段階にわけ、各年令庖で男女数はそれぞれ同じにした。

た子ども以外は、検査者が検査前にラポートをつけてい 年令分布状態は第3表に示す通りである。

第3表調査対象年令分布
Table 3. Age Distribution of the Subjects 

亭ご協同 oいい 1 3 1 4 1 5 1総数 1 6 1 7 1 8 1 9 1!O 1
"

.1総数

2 1雲1i 1 ~ 1 ~ 1 ; 1 ; 1 ~ 1 t~ 1 ~ 1 ~ 1 ~ 1 ! I ; 1 ~ 1 ;t 
3 1雲144444131244444:lilz
4 1 : 1 ~I ;1 H il : :li:!?14214442 
5 1 : 1 ;1 ~I ~I ;1 ~ ~ 1 ;! l' ~ 111--n--II_~ 1" -~l ~~ 
6 1雲|;|;|;|?1442lili|:|;14;|i;
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2 検 査衰の作成

子どもの櫛音の状態を調べる方法として、 1)子どもが

遊びながら自由にしゃべっている時に、その記録を詳細

にとり、しゃべられた語の構音状態をみる方法と、 2)一

定の語をいくつか選んで、それを絵に描きあらわし、子

どもにその絵をみせて自発的に発諮してもらって、椛音

状態を検査する方法とがあるが、1)の方法では、子ども

により発諮置が異り、それに伴って調べられる構音の頻

度数もまちまちとなり、正確な状態がとらえにくいの

で、われわれは後者の方法を採ることにした。そのため

には、構音発迷検査表を作成することが必要であり、表

を作成するにはいくつかの用語を選定しなければならな

し、。

(1) 検査用語の選定

われわれは主として日本語音の子音の構音状態を調べ

ることにしたが、日本語音は一般に (k)+(a)のように

子音成分+母音と考えられているので、 (ka)(ki) (ku) 

(ke)(ko)の形で幼児の構管状態を調べることにした。も

っとも音声学上、大西聞が、 ErnestRichard Edward叫

の述べた一節を引用して警告しているように、 「日本誌

の謡音は常に子音と母音が規則的に交互して連続するも

のと誤信してい事者がしばしばある。この誤は、ことば

を文字で書きあらわす際、別に単音をあらわす方法がお

く、文字は「ヵJka rキJkirタJku rケJke r~J 

ko、「マJma rミJmirムJmu rメJme rモJmo等

とよばれて、 (k)または (m)だけを密きあらわすことが

第5表構音検査に使用した語音

破翻riff宝lTF?拍
子|制音問 m 1 1叩川町パ
峨音221;[;い i 

破音221I21:ll | 
弾音闘 [ [r [ [ [ 

不可能なために起ったものである」とあるのt、厳密な

意味ではたιかにこの通りで、日本語がしゃべられる時

には、大西の引用例にあるように「サムグJ(samkuλ 

「タグサンJ(taksan)、 rヒトj(引ののようにある音

節中の母音が脱落することがあるが、われわれは各務音

を文字にあらわさなければならず、一応こまかいとこ

ろにはとらわれずに、すべての誘音の構音状態は上述の

(k+a)の形で調べることとした。

そこで検査用語を選定するにあたり、日本音声学会で

認められている日本語の音韻表(第4表子音の部だけ

をぬきだす〉に基き、 80の言語音を選びだl-(第5表〉、

その椛音状態を調べることにした。第4衰の音韻のう

Table 5. Speech Sounds used in the Articulation Test 

1 s I Z 1 t 1 d 1 p 1 &1  n~ml hl  r 1 w 1 ij* 1 支l'~与

ka ga sa za ta da pa ba na ma ha ra I Ja wa 
ki gl pi bi ni ml n 
ku gu su zu pu bu nu ロlU ru JU 
ke ge se ze te de pe })e ne 諸問 he re 

ko 90 so zo to do po bo no mo ho ro: jo 

Cl 

tsu dzu* Fu 

1ょ_Uー tf也工
kjil gja* fa 3a tfa d3a* pja* bja* 〈21nja〉キ mja.* hja r)a場

fi -s~ tfi dS1* 

kju 9)U fu 3U tIu dsu場 pju常 bju* nju. mju* hju* riu* 
feキ -se tJe* dSe* 

kjo g)O fo 30 !f。 d30本 pjo* bjo njo~ド 立ljO* hjo_* rjoキ

(*印は使用Lなかった音〉
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第6表構音検査に使用した単語
Table 6. W <irds used for Articulation Test 

諮音| 号開究 頭 寄"“託 中 語 尾 l諮音| 回羽ロ三 頭 語 中 開主ロ花 尾

ka かさ おさかな すいか ga がっこう かがみ まんが
ki きんぎょ ゆきだるま つみき gl ぎんがみ おにぎり うさぎ
ku くつした つくえ トラック gu グロープ ながぐっ えのぐ
ke けむり とけし、 いけ げた なげる ひげ
k。 こま ひこうき ねこ gO ごはん しんどう りんご

na ながぐっ おなベ おさかな ma まくら たまご くま

ni にんじん おにんぎょう カ斗= m1 みかん つみき かがみ

nu 由りえ てぬぐい いぬ mu むし けむり アイスグりーム

ne ねずみ トンネル めがね me めがね おめん かめ

no のこぎり えのぐ ピアノ mo Iもも おもちゃ ひも

sa さる はさみ くさ za ざる おざぶとん ござ
su すいか おすべり バス zu ずぽん ねずみ みず

se せんろ ふうせん おみせ ze ぜんぷ おぜん かぜ
SO そら ろうそく おへそ zo ぞう れいぞうこ

fa しゃこ おいしやさん じどうしゃ 3a じゃんけん

fi しっf:r くつした f:rうし 3
' 

じてんしゃ にんじん おさじ

fu 、ンュークりーム うんてんしゅ 3u ジュース ごじゅ Jうえん

fe 
しょうぼうしょ l|s3e0 

ジエ γ トき

fo しようとつ しゃじよう じようろ おベん巴ょ

kja キャラメノレ おきゃくさん

kju キューピー やきゅう

kjo きょうかい てっきょう

Jla 

JlU 

Jl。

ち、 (n)(Y)は省き、 (Q)(鼻にかかったg音〉は(g)

の仲間に入れ、 (z)と(dz)、(3)と (d3)は、日本語音

では、ふつうの耳できいた場合、ほとんど区別がつかな

いため、 (z)と(3)の方に統ーした。また子どもに発諾

してもらうため、 1)2才から 6才半に至るまでの子ども

になじみ深い援であること、 2)なるべく名詞であるこ

と、のいいやすい語であること、 4)絵に描きあらわしや

すい語であることを条件に、「幼児の言語発逮」叫に示さ

れた諮集頻数表、当研究所に治療に通って来た子どもた

ちの用いたことばの記録、最近の絵本、i1'l話の本などを

彦考にして単語を選んでいった。しかし、選んでみると

案外適当なことばは少し諮によっては、必ずしも上記

の条件にかなっていないものもやむを得ず入れることに

なってしまった。なお、検査を貫主震にするために、 80の

言語音の各々が、単語の1)語頭、 2)語中、 3)語尾に出現

gJa 

gJU ぎゅうにゅう

gJO おにみぎょう きんぎょ

立1Ja

mju 

mJO 

するように配慮した。例えば(ka)の雷謡音ロ関しては、

1)かさ、 2)おさかな、 3)すいかというように (ka)の岩

について3つの語から携音の状態をとらえるようにし

た。しかし、Cfu)音とか (bjo)音のように雷語音によっ

て2諮か 1語しか適当な単語のみつからない音もあり、

この場合は、 2諮あるいは l語からしか構音の状態がと

らえらないことになった。また、【fe)、 (tfe)及び劫音

の「エャHユョ」、「ミャH ミ ~H ミョ J、「ギャHギ

ョ」、「ピャHピ;"Hピョム 「ヒ ~Hヒョム 「ピャJ

Fピ品J、〔りャ〕、(9~)， (り a)は、:日本語の中で用

いられる頻度が少なし子どもに発語させるための適当

な単語がみつかちないため省くことにした。選定の結

果、第6表に示宇ように各諮音に対し、 210の単語を用

し、ることにしたj

(剖検査用具
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語 頭 語 中 穏 尾

;1 pa パγ デパート フー ，/、・ー

pi ピアノ えんぴつ キ品ーピー

pu プロベラ せんぷうき きっ~，

pe ベンギン フ'ロ"'"ラ

;1 po ポケット ピγポソ しっぽ

ha はなび おはな

;1hhe o へび おへそ

ほうき えほん

Cl ひょこ あひる

Fu ふうせん おふろ おとうふ

ta たまご あたま はた

;1 te テレピ じてんしゃ きって

to とけい えんとつ はと

;/ tsu っくえ くつした えんぴつ

tfa ちゃいろ おちゃわん おもちゃ

tfi ちいさい いちご くち

tfu ちゅうしゃ

tfe 

:1 tf。チ冨コレート ちょうちょう

" pja 
:1 PJU 

PJO 

jhja ひゃくえん

，Ihju 

1同o

1)検査用絵カード

この 210の各単語を一枚づつのカード (19.5CXI3)

院描きあらわし、簡単に着色ιたものを用意したが、

「ひもJ、「ぎんがみ」のように絵ではわかりKくいもの

峠実物を用いた。

2) 榔音発達検査表

子どもに絵を示して発語させ、ききとった音をすくマエ

記録出来、かっその記録した資料をあとで推理しやすく

するために、構音発迷検査表はパYチカード (20CX

12.5)にした。カードに前述の210の単穏を印刷しだが、

語数が多いため、 4枚1組になった。始めの計画では、

(a).子どもに自発的な発語を促す方法と、(b)、(司の方法

で子どもが正しく構音できなかった場合v検査者が単語

をいったあとでモれを模倣させその時正しく構音できる

かと号がをみる方法とを行うち百りでパシチ量一下にA

l語音| μ喝ロ 頭 語 中 号間笠 尾

パス かばん かば

びん ゅうびんしゃ はなび

bu ぶらんこ おざぶとん グローフ

be ベッド おすベり おなベ

bo tl"うし ずぽん とんぽ

ra ライオン ガラス まくら

ri りんご きりん けむり

ru くるま かえる

re レコード テレピ きれ

ro ロボット エプロン おふろ

|品 ダソブカー おだんご らくだ

de でんわ ふでばこ ふで

do どうぶつえん ぷどう まど

dzu 

Ja ゃぎ とこや

Ju ゆび ゆげ おゆ

jo ょうちえん ひょこ

wa Iわなげ

bju 

bjo びょういん

rJa 

rJu 
rjo 

欄と B欄を設けたが、検査者にその主旨が徹底しなかっ

たり、年少の子どもでは検査K時聞がかかったため、検

査者の中で(b)の方法を行うのを失念したり、絵に描かれ

ているものがよくわからなかったり、他のものととりち

がえたりしたため検査者が単語をいってやらなければな

らず、結局、 ωの方法を行。た場合、 B欄のBをOでか

ごむはずが、単に、子ど古が自発的に発語できず、検査

者のいったあと模倣した場合、 B走。でか乙む結果にな

うてιまったぶ号どもが正じく構音した場合は、 A欄の

阜をOでか=み、正じ f構音できなかっな場合には、ぷ

ソチカードの各語のAB欄のわきに設けた空欄に、検査

者がききとった通りを記録したρ パンチカードの各端に

は、 1)正1...(構吉正された音、 2)(k)の場合は〔ののよ 5
に、臨床経験から一般によくおきかえられる音、 3)音が

脱落した場合、心一般におきかえられる音以外の音にお
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きかえられた場合をパンチできる部分を設け、検査後、 名の検査者(以下A、B、c、D、Eとする〉のうち、 A.

記録にあわせてどんどんパンチが入れられるようにし B、Cは直接言語治療の経験のあるもので、故に子ども
守一，

~。

3. 検 査方法

個室で子ども一人と検査者が対し、先づ検査者が子ど

もとよくラポートをつけてから、絵カードを一枚づっ示

して発諮してもらった。 5才台、 6才台の年長の子ども

の場合は、一人の検査者で十分であったが、 2才台、 3

才台の子どもの場合には、一人の検査者が絵を示してき

き役となり、もう一入の検査者がそばで記録しなければ

ならなかった。発諾してもらうことがどうしても必要で

あったので、子どもが絵を見てもすぐにわからない場合

は、いろいろヒシトを与えて誘導した。誘議してもどう

してもいわない場合はそのまま欠とした。またカード工

はカ〈ガ〉行音、サ、ス、セ、ソ音、つまり臨床的に頻

度たかく問題はなる音から始まっているが、抵抗のあり

そうな子どもや、年少の子どもには一番抵抗の少なそう

なパ行から始まるNのカードから始めるようにした。録

音機は自宅訪問おど特別の場合以外は余り用いず、ほと

んどなまの音をきとるようにした。また記録には、発音

記号を用いることは困難なので、普通の片仮名、ひらが

なを使用し、日本語の音韻にない〔旬、 (d)とヵ、標準音

にない (di)、(tu)、(ti)、(sりなどの音のみ発音記号を

用いた。

4. 検査者聞のききとった音の記録の

一致度について

この構音の状態を調べる検査では、各検査事iのききと

り方及び何名かの検査者聞のききとった音の記録の一致

度の信頼性がおおいに問題になる。この検査の記録陪主

として5名の検査者が行なったが、一致度を検討するに

あたり、理想としては、一λの予ともが発語Lたな~まの

ままを 5名の検査者ぶ同時にききとつで記録することが

塾ましいが、各検査者がそれぞれに多忙で、全部がなか

なか一堂に会することができなかったため、 2才7か月

の女児を検査した時の発議を録音テープ (NationalRQ 

c1585)応とり、〈故に検査者一人はなまの戸をきドて、い

巷)..他の4名の各検査者にその録音をきいでも伝って

記録Lた結果を検討することにLた。 2;才τか月の子E

もでは、まだ正確には構音できてい私い部分也あり、従

って、その発認を録音できいて、正確に記録宇ることはか

なり困難なことであるL この子どもは、前述の構音発達

検査衰の210認丹検査に対じて全部ほ発慈していなiいの

で、196諮につ恥でのみ一致度を検討しだ。なお、ごの5

の言語の記録には、 D、Eよりかなり慣れているもので

ある。

一致度の検討の仕方と Lて、次の二つの商から行っ

た。各検査者はそれぞれききとった音をきこえた通りに

記録したが、仙の方法では、記録された音を、各単語を

構成しτいる語音の全面から、他の各検査老の記録と一

致しているか、不一致であるかをみた。例えば、 「じど

うしゃ」という単語をAが「じろうちゃ」と記録し、 B

が「いどうひや」と記録した場合、 「じどうしゃ」とい

う単語に関して、 「じ」も rどJ:も「しゃ」もちがって

記録されているので不一致と考えた。これが普通の方法

であるが、 (2)の方法では、使用ιた構音発達検査表の各

単語の中には、検査したい特定の音がそれぞれ決めてあ

るので、この特定の各音の記録が、それぞれの検査者の目

間で、どの程度一致しているか不一致であるかをみた。，

例えば「かさ」という単諮を、 Cは「かさ」、 Dは「か

たJと記録しても、この場告の検査したい音が(ka)音で

あるので、両者の(ka)という音に関しては、記録が一致

しているわけであるから不ー致とはみなさかった。逆》と

「はさみ」という単語の中では(sa)がみるべき音である

ので、 Aが「あたみ」、 Eが FあさみJ と記録した場

合、 「は」を「あ」と記録している点では一致しているi

が、 E拍〕音は「た」と「さJとちがって記録しているのB

で不一致とみなした。

(1)の方法の場合、それぞれの単語についてどれだけ司之

一致であったかをみるのに、各2名づつを対に比較じな

がら行った。 AとBとの比較についてみると、不一致め.

語数はそれぞれ79ある。しかし、この場合、 Aがはたし

て全部の単語を誤って記録したかどうかはわからずν あ

るい拙Eの方が多く誤って記録しているかもしれない。

ま!たBについても同様なことが考えられる。このことか

!ら、不一致という二とを考える場合は、そ向うちの半数;

(39.5)だけを互いの誤りとみなした。従って、不一致

度は単語数が196あるので、 20.2%となり、一致度は100

%から引いた79.8%とな右。各検査者聞の記録の一致度

は第7表に示す通りで、総平均は77.4%.であった。

仰の方法の場合も、(1)の場合と同様の方法で一致度を

出すと、第8表に示すような結果になった。総平均は

曲、06%と怒り、 商い一致疫を示bた。第 7.~島と第8安

からわかるように、仰と帥の方法の期にほ、一致度にか

なりの違いがみられ畠⑫これは、それ寄れの検査者が、

単語中の一つ一つの検査LたいとJ思う特定の官、を特に意

識Lて注意しでき号、た結果、闘の場合町一致度地高かっ，
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第 7表各検査者聞の記録の一致皮〈方法 1) 第B表各検査者聞の記録の一致度(方法 2)
Table 7. Agreement among_ Examiners on Table 8. 

recording Speech Sounds heard 

A B C D E 

A 79.8% 
73イ4男d吋

76.0% 

B 79.8% 74.4%1 79.1% 81.1% 

A 

92B9%|90c.1%| 田D3%| 田E3%1 

A 

B 92.9% 88.8% 明 .8% 90.3% 

C C 90.1% 槌.8% 86.2% 87.7% 

D 75.8%1 79λ%1 70.2%1 - 1 92.4% 

E 76.0%1 81.1%1 71.2%1 92.4%ー

D 89.3% 8981 部 2% 96.2% 

E 間 .3% 90.3%1 87.8% 96.2:匁

たが、(1)の場合では、それぞれに注意の及ばなかった部 合、正しく椛音したと記録しているが、企、 B、Cの方

分があり、一致度が低くでたものと考えられる。両者の は少しでも不明瞭な音は不明瞭として記録したので、そ

総平均の平均は83.7%で余り満足すべき結果ではない の場合の記録となると、 A、B、C聞でまたそれぞれに

が、この検査に関しては、助の方法の一致度の総平均が 微妙な記録の相違が生れることが多かったからである。

'90.06%であることを以て、記録の信額度はまず商いも 例えば、 「おすベり」に関しては、 D、Eとも「おすベ

のとみててよかろう。 り」と記録している主、 Aは「お手〉ベり」、 Bは「お

なお、つけ加えると、各検査者聞の一致度には、多少 9uベりム Cは「お十〉ベいJと記録している。従つ

の個人差がみられた。即ち、 D、E聞では、 A、B、C て、 D、E間の一致度は、かえって高いという結果にな

閣に比して、より高い一致度をみた。これは、 D、Eと ったのではないかと考えられる。

も、比較的正確にきこえる音について、ほとんどの場

E 結

1.結果の整理

整理の第一段階として、先づ第ーに、各々の年帝国で

男女別に、それぞれの語背をたしかに正しくだせた子ど

むの人数をしらベだした。前述の (ka)音を例にとると、

主点、お主かな、すい主この語頭、語中、語尾のびの音

をいずれも全部正しくだせた子どもの人数をしらベ、そ

のパーセγテージを算出した。第二に、かさ、おさか

な、すい主の中、かさ、すい立との (ka】音は正l..<棋音

できたが、おさ立こなは、おさ金た、またはおさ主な、あ

るいは、主こさの (ka)音は正しぐだせたが、あとはあさ

金な、すい主、といったように、語頭、語尾では正しく

だせたが、諮中ではだせなかったとか、語頭ではだせた

が、語中、語尾ではだせなかったというふうに浮動状態

を示している子どもの人数をしらベだい第三に、か

五、おさiE_な、すい主の (ka)音を主さ、おさ1;.な、す

い主というようにいずれも全然正しく構音できなった子

どもの人数をしらベだし、それぞれのパーセンテージを

算出した。

授料を整理するにあたり、 A欄に。された正しい構音

159 

果

の他に、正しい椛音について、いくつかの間題がでてき

たが、われわれは、この「正しく構音した」という音を

相当厳しく考えることにした。例えば、 (1)止とさの (ka)

音を (ka)のような (ko)のような、あるいはさるの (sa)

音を(f坊のような阜ののようなあいまいな音をだして

いる場合、すべて正としなかった。サ、ス、セ、ソ音、

ザ、ズ、ゼ、ゾ菅では舌をだして (9)音、〔品〕音になっ

ている音も案外正しい構音に近いが、日本語の標準管で

はないので正としなかった。朗「くつした」を「ちゅく

した」という子どもがかなりおり、普通ならば、 (ku) 

音は正じくだじているので、 (ku)音に関しては正しい

構音とみなせるが、この場合、語頭にきている (ku)音

の構音状態をみることが目的なので、 「ちゅ〈したJで

は、位置が変わってしまっているため、このような場合

も正としなかった。また、 ωとんぽん、ピアンノ Yのよ

うに他の音がつけ加わっている場合も、 (bo)や (no)の

音は正しくでも、位置が変わってしまうので正としな

かった。帥ヂ三-1'→デ丘一人じ三んしゃ→じ主んし

ゃ、立も→主も、あ立る→あ」乙る、 Eとよこが主よこ、 Eと
えくえん→.h.:Sc<えん、ま.'2げがまとげなどのような現
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第9衰年令別男女別各議音の完成率 (1)
，Table 9. Percentage of Mastery of Correct Speech Sound 

で弓
2: 0 I 2: 6 3:0 3:6 4:0 4:6 5:0 5:6 6:0 6.: 6 

男|女|男|女 男 | 女 男 | 女

~3---1-2-1 -I~ 
25[25[25[25 

ka 84~5 69.2 95.2 90.4 96.0 i∞ 92.0 96.0 96.0 96.0 100 100 l∞ 87.5 96.0 1α3 l∞ 1∞ 93.3 93.3 
ki 54.6 61.5 66.7 85.7 76.0 88.0 76.0 96.0 96.0 i∞ 100 1∞ l∞ l∞ 1∞ l∞ l∞ 1∞ 1α3 1∞ 
ku 61.5 76.9 85.7 71.4 76.0 96.0 92.0 96.0 92.0 l∞ 92.0 1∞ i∞ 1∞ 1∞ 1∞ ヲ6.0 96.0 100 1∞ 
ke 46.2 61.5 80.9 85.7 80.0 92.0 88.0 96.0 92.0 100 1∞ 1αコ [(刀 1∞ l∞ 1∞ 1∞ 1∞ 93.3 lα3 
ko 76.9 84.6 85.7 85.7 88.0 96.0 96.0 96.0 96.0 96.0 92目。 1αコ 100 1∞ l∞ 96.0 l∞ 1∞ l∞ l∞ 
9ga z 30.8 46.1 80.9 71.4 68.0 76.0 84.0 88.0 92.0 [(冶 92.0 96.0 92.0 92.0 92.0 1∞ [(珂 l∞ I(氾 l∞ 

54.6 46.1 66.0 71.4 76.0 88.0 88.0 96.0 96.0 1∞ l∞ 96.0 100 1∞ 96.0 100 [(刀 I(旧 100 1∞ 
gu 38;5 ， 46.1 61. 9 71.-4 80.0 92.0 88.0 92.0 1∞ 1∞ 88.0 96.0 92.0 92.0 l∞ 96.0 100 10<コ lαコ 100 
ge 54.6 46.1 85.7 76.1 76.0 84.0 96.0 96.0 88.0 1∞ 96.0 96.0 100 l∞ 96.0 1∞ l∞ 10<コ 92.2 l∞ 
gO 91目5 46.1 80.'9 80.9 84.0 100 92.0 1∞ 92.0 100 l∞ 96.0 100 1∞ 96.0 1∞ l∞ 1∞ 100 l∞ 
sa 15 41 ~.~ 19.0 14.3 48.0 64.。

θ560 0 0 
60.0 80.0 80.0 80.0 問。 87.5 91. 7 84.0 96.0 96.0 1∞ 93.3 93.3 

su 。 7.7 9.5 19.0 32.0 64.0 64.0 80.0 88.0 84.0 88.0 92.0 92.0 84.0 92.0 92.0 l∞ 86.7 93.3 
se 15.4 15.4 9.5 19.0 32.0 60.0 64.0 68.0 76.0 80.0 84.0 80.0 91.7 1∞ 84.0 1∞ 100 96.0 93.3 1∞ 
so 7.7 15.4 19.0 9.5 36.0 52.0 52.0 56.0 68.0 80.0 80.0 80.0 92.0 l∞ 88.0 96.0 96.0 [(刀 92.3 93.3 

za 7.7 7.7 9.5 8 9.5 40.0 44.0 48.0 56.0 76.0 80.0 88.0 92.0 87.5 .87.5 84.0 96.0 96.0 92.0 80.0 1∞ 
zu 。 7.7 4. 14.3 32.0 60.0 60.0 52.0 72.0 84.0 88.0 80.0 83.3 95.8 88.0 l∞ 96.0 100 93.3 93.3 
ze 7.7 23. I 19.0 14.3 36.0 56.0 48.0 60.0 76.0 88.0. 88.0 84，0 87.5 91. 7 84.0 i∞ 88目。 96.0 86.7 93.3 
zo 7.7 38.5 14.3 19.0 36.0 72.0. 36.0 44.0: 68.0 84.0 76.0 88.0 87.5 83.3 84.0 92.0 92.0 96.0 86.7 93.3 

ra 46.2 46.2 71.4 52.4 76.0 76.0 72.0 72.。92.0 92.0 92.0 92.0 95.8 95.8 100 1∞ 1∞ 1∞ 100 1∞ 
rI 53.8 46.2 57.1 76.2 88.0 92.0 84.0 84.0 84.0 [(刀 88.0 96.0 100 l∞ 100 i∞ 100 100 100 1∞ 
ru 61.5 61. 5 76.2 66.7 96.0 92.0 92.0 92.0 88.0 96.0 96.0 960 0 91. 7 i∞ 100 l∞ 100 K旧 1∞ 1∞ 
re 46.2 69.2 61. 9 61. 9 72.0 76.0 80.0 76.0 80.0 100 96.0 88 95.8 i∞ 96.0 I(旧 100 100 100 1∞ 
ro 38.5 84.6 61. 9 38.1 76.0 76.0 80.0 88.0 84.0 100 92.0 88.0 95.8 95.8 92.0 1∞ 1∞ 1∞ 3α3 1∞ 
ha 29.2 25.0 71.4 90.5 1∞ 1∞ 

978268..0 0 。l∞ 1∞ l∞ 96.0 l∞ l∞ i∞ 100 100 96.0 I(旧 80.0 1∞ 
he 38.5 46.2 52.4 52.4 72.0 72.0 80.0 76.0 96.0 1∞ 96.0 l∞ l∞ 92.0 92.0 96.0 100 86.7 l∞ 
ho 61. 5 84.6 71. 4 90.5 88.0 96.0 1∞ 1∞ 96.0 96.0 ヲ6.0 100 l∞ l∞ 96.0 100 100 93.3 1∞ 
Cl 15.4 61.5 52.4 85.7 84.0 84.0 64.0 88.0 92.3 92.3 92.3 1∞ 95.8 l∞ 1∞ 96.0 92.3 l∞ 86.7 1∞ 
Fu 61. 5 61.5 61. 9 81.0 80.0 84.0 88.0 92.0 96.0 100 1∞ 1∞ 95.8 1∞ 95.8 l∞ 96.0 i∞ 100 1αコ
ta 76.9 84.6 I∞ 

1∞ 8851..0 7 

96.0 100 1∞ 100 1∞ 100 l∞ 1∞ [(拍 1∞ l∞ l∞ 100 l∞ l∞ l∞ 
te 69.2 69.2; 71.4 72.0: 72.0 76.0 76.0 60.0 96.0 88. 84.0 87.5 91. 7 88.0 88.0 76.0 80.0 53.3 93.3 
to 53 69.2 90.5 1∞ 100 96.0 l∞ 96.0 100 [(刀 1∞ 1∞ l∞ l∞ 1∞ 1∞ 1∞ 93.3 1∞ 
tsu 7.7 。 14.3 14.3 24.0 64.0 52.0 56.0 72.0 88.0 80.0 62.0 87.5 91. 7 84.0 1∞ 96.0 96.0 93.3 l∞ 
da 46.21 46.21 71.41 66.7 田.0888008...000 80.07966..0080-08∞0.01 92.0 ∞ 92.01 95.81 95.81 92.01 I∞ 92.0 92.0 100 l∞ 
de 38.51 53.81 61.91 57.11 84.01 80.01 80.01 96.01 80.01 100 1 92.01100 1 91.71 91.71 96.01 1∞ 92.0 l∞ 100 93.3 
4。 38.51 69.2 四 .51 76.2 田 .01 田 .01 96.01 76.，01 1∞ 92.01 92.0.訂.51I∞ 96.01 1∞ 96.0 100 100 1αコ
[a 30.号 39，号勾.41 47，61 60，01 76.01 76.01 76.01 96.01 92.0 田 .0 制.0 同 .01 91. 71 88.01 I∞ 96.01 96.01 86. 71 9~.~ 

H 

g 
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11fo 1 u 
7.7 23.1 33.3 42.9 64.-C 田 0 76.0 88.0 96.0 92.0 100 88.0 l(刀 91.7 92.0 l∞ 96.0 1∞ 93.3 100 
23.0 28.6 47.7 47.7 76.C 76.0 60.0 80.0 92.0 92.0 88.0 88.0 96.0 1α3 92.0 l∞ 92.0 100 93.3 100 
回 .8 15.4 28 61 38.1 68.C 56.0 72.0 72.0 80.0 76.2 76.2 84.0 58.3 83.3 84.0 84.0 80.0 80.0 田 0 93.3 

3a 46 21 84.6 85.7 90.5 92.C i∞ lαコ 1αコ 1∞ 1(冶 92.0 lα3 95.8 1∞ 96.0 1∞ 1∞ l∞ 100 l∞ 
3i 61 51 84 61 76. 21 95. 21 88.C l∞ 92.0 1αコ 96.0 1α3 96.0 1(旧 100 1∞ 1∞ 1∞ 96.0 lαコ 1α3 l∞ 
3U 53.8 76.9 95.2 9701，5 4 

96.( 96.0 84.0 88.0 100 100 1∞ 92.0 100 1∞ 100 i∞ iOQ 1(旧 100 l∞ 
3e 30.8 84.6 71.4 84.C 76.0 92.0 92.0 88.0 96.0 92.0 96.0 95.8 l∞ 92.0 1∞ l∞ 96.0 86.7 、100
30 69.2 76.9 85.7 85.7 92.C 96.0 96.0 80.0 l∞ 96.0 1∞ 96.0 95.8 l∞ l∞ 1∞ 1∞ 1∞ 1αコ 100 

na 53.8 76.9 85.7 90.5 96.0 100 96.0 96.0 l∞ l∞ I(泊 l∞ l∞ l∞ l∞ i∞ l(旧 10<コ 1∞ 100 
m 61.5 69.2 76 21 66.7 92.C 96.0 88.0 l∞ l∞ l∞ 96.0 i∞ l∞ 1∞ 96.0 100 100 100 1αコ 1∞ 
nu 38.5 76.9 57.6 61.9 64.C 64.0 64.0 88.0 回 .0 96. 96 92 95 1∞ l∞ 100 100 96 100 l∞ 
ne 61.5 61.5 61. 9 57.1 80.0 64.0 84.0 84.0 76.0 88.0 92.0 88.0 1αコ 91. 7 96.0 i∞ 96.0 96.0 100 l∞ 
no 69.2 61.5 71.4 66.7 84口 84.0 80.0 96.0 96.0 96.0 96.0 96.0 100 l∞ K泊 95.8 i∞ I∞ iα3 1(拍

立1a 84.6 84.6 81.0 95.2 l∞ 100 l∞ 96.0 1∞ 96.0 l∞ 96.0 l∞ 1∞ 100 l∞ lαコ 1∞ 100 1(泊

ffil 69.2 76.9 71.0 95.2 92.0 100 96.0 96.0 92.0 96.0 l∞ 100 100 100 96.0 I(由 1∞ 1∞ lαコ 100 
官lU 53.8 76.9 76.2 81 96 96.0 96 92.0. 92.0. 96.0 l∞ l∞ l(珂 95.8 1∞ lαコ 100 l∞ 100 100 
立1e 76.9 84.6 76.2 85.7 88.0 96.0 1∞ 92.0 96.0 l∞ l∞ l∞ l∞ 95.8 1∞ 100 1(泊 1∞ lC抽 l∞ 
mO 84.6 l∞ 85.7 90.5 96.0 lαコ 96.0 100 96.0 96.0 96.0 1∞ 100 95.8 1∞ l∞ 100 10<コ lα3 l∞ 
ppa l 

69.2 69.2 76.2 95.2 92.0 96.0 92.0 96.0 96.0 100 96.0 96.0 I(旧 l∞ 100 l∞ 96.0 96.0 80.0 100 
38.5 61. 5 61. 9 76.2 84.0 92.0 84.0 84.0 96.0 84.0 96.0 l(抽 1(旧 1∞ 100 lαコ l∞ 1∞ 100 100 

pu 6l. 5， 53.8 85.7. 81.0 80.0 80.0 92.0 84.0 84.0 88.0 88.0 88.0 100 95.8 96.0 96.0 1∞ 100 100 iO。
pe 61.5 53.8 66.7 95.7 84.0 92.0 lα3 100 88.0 l(刀 88.0 i∞ l∞ 1∞ l∞ 96.0 1∞ i∞ IC泊 l∞ 
po 69.2 61.5 90.5 90.5 92.0 92.0 92.0 96.0 92.0 100 96.0 l∞ l∞ 1(泊 96.0 100 l(珂 1∞ lα3 100 

ba 84.6 69.2 90.5 85.7 92.0 96.0 1∞ 96.0 96.0 1∞ l∞ l∞ l∞ 1∞ 1∞ 1∞ 1∞ i∞ l∞ 100 100 
bi 46.2 69.2 90.5 90.5 96.0 i∞ 96.0 96.0 l∞ 96.0 100 100 l∞ 100 1∞ 100 1∞ 1αコ lαコ
bu 69，2 61. 5 90.5 l∞ 96.0 l∞ 1∞ 96.0 96.0 l∞ 1∞ 96.0 95.8 l∞ 1∞ 100 100 I(拍 100 l∞ 
be 53.8 69.2 76.2 85.7 96.0 96.0 100 1∞ 1∞ 92.0 l∞ 96.0 l∞ l∞ l∞ lC泊 100 100 100 l∞ 
bo 76.9 100 76.2 95.2 l∞ 96.0 l∞ 96.0 100 100 l∞ l∞ l∞ 1∞ I(泊 l∞ 96.0 I∞ l∞ 100 

jj1a U 0 
6398 .2 61. 5 81.0 85.7 96.0 lαコ 96.0 1∞ 92.0 l∞ 1(泊 96.0 100 100 100 1∞ 1∞ 1∞ lαコ 100 

5 53.8 66.7 76.2 64.0 100 96.0 96.0 72.0 96.0 92.0 92.0 95.8 l∞ 92.0 88.0 96.0 96.0 93.3 1∞ 
76.9 84.6 85.7 95.2 1∞ I(泊 92.0 96.0 1∞ 100 l∞ 100 100 l∞ l∞ 1∞ i∞ l∞ 93.3 100 

wa 23.1 53.8 61. 9 81.0 76.0 88.0 84.0 92.0 84.0 88.0 92.0 lαコ l∞ 91. 7 l(刀 96.0 l∞ 100 l∞ l∞ 

kKu-ja o u 
30.8 46.2 57.1 61.9 60.0 80.0 76.0 88.0 76.0 96.0 92.0 92.0 95.8 1∞ 88，0 l∞ 96:0 l∞ 100 100 
53.8 69.2 85.7 71，4 88.0 890 2 0 92.0 96.0 96..0 100 96.0 96.0 l∞ 100 l∞ 96.0 1∞ 96.0 lαコ 1∞ 
53.8 69.2 57，1 81.0 84.-0 。 92.0 l∞ 88.0 lαコ 92.0 88.0 95.8 l∞ 92.0 100 96.0 1∞ 100 i∞ 

99110 U 
61. 76.9. 81.0 76.2 84 96.0. 92.0 100 88.0. lαコ 100 l∞ 100 100 l∞ 100 100 100 100 100 
61. 5 61. 5 81.0 81.0 84.0 88.0 96.0 100 92.0 1∞ l∞ l(刀 l∞ l∞ 96.0 l∞ l∞ 1αコ 93.3 1α3 

JlU 84.6 84.6 90.5 85.7 88.0 100 92 1(拍 l∞ 100 l∞ 92.0' 1∞ 100 l∞ 100 lαコ 1∞ 100 l∞ 

ttttfff1o a u 1 

69.2 94.6 71.4 90.5 84.0 100 84.0 84.0' 1∞ 96.0 1∞ 96.0 1∞ 95.8 l∞ 1∞ 100 100 100 100 
69.2 92.3 76.2 90目5 96.0 100 100 lαコ 96.0 96.0 96.0 l∞ 100 95.8 l∞ 1∞ 100 96.0 93.3 100 
92.3 l∞ 90.5 85.7 92.0 88.0 l∞ 96 96.0. 96.0. l∞ l∞ l∞ l∞ 1∞ 1∞ l∞ 1∞ 100 100 
61. 5 76.9 76.2 85.7 88 96.0 96.0 96.0 96.0 l∞ 96.0 l∞ 100 l∞ 96.0 100 100 lαコ 100 i∞ 

cja 38.5 69.2 76.2 71.4 76.0 76.0' 84.0 88.0 84.0 88.0 88.0 96.0 83.3 1∞ 96.0 96.0 96.0 100 l∞ 100 

bT 15.4 53.8 76.2 81.0 80.0 84.0 84.0 96.0 96.0 96.0 92.0 96.0 l∞ l∞ 1∞ 96.01 1∞ 100 I 100 1 1αコ

H 
σ〉
ド
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象が年長の子どもにも大分みられたが、これは、明かに

家庭内のおとなの影響と思われ、特にひ→しになるの

は、東京方言の.~轡とも考えられ、年長の子どもでは、

構音ができていないのではなく、 「発音の誤り」の仲間

にいれるべき音であるかもしれないが、これらも結局正

しく学習されていない音とみなして正としなかった。こ

のようにして資料を整理した結果、年令別男女別各謡音

の完成率は第9表に示す通りとなった。

2. 年令別男女別各語音の完成率

第 9表を見渡すと、先ず、年令が進むにつれて、少し

のでこぽこはあるが、パーセγテージが確実にふえてい

ることがわかる。マ行音、バ行昔、パ行音、タ行音、ャ

行音、チャ行昔、ジャ行音、カ行音、ガ行音、ナ行音な

どはでだしが早く、サ・ス・セ・ヅ音、ザ・ 1 ・ゼ・ゾ

音、シャ行昔、ツ音のパーセンテージのまmえ方は非常に

おそしハ行音、ラ行音はその中間位であることがわか

る。

この表で特に目立つ点をひろってみると、

(1)サ・ス・セ・ツ昔、ザ・ 1 ・ゼ・ゾ音及びシャ行音

では、 5才後半の男児、 6才後半の男児のところのパー

セγ テージが全音そろっておちているが、これは、被検

児の中に、固定的に構音を誤る子どもがいたことを示

す。これらの音が、年令が進んでも構音しにくい音であ

ることがわかる。また、シャ行音では特に、ノョの部分、

ザ行音ではゾの部分のパーセシテージがずっとつづけて

おちており、最後まで 100%に迷Lてしないが、これは

「しようとつJ、「しゃしょう」、「しょうぽしょJ及び

「れいぞうこ」の選議が思かったためであろうか。

。)ツ音も非常にでにくい背であることがわかる。この

音では、特に、 2・6と6:0のところを除いては、始め

から終りまで、男女差がかなりちがっていることが目立

て〉。

(紛ジャ行音では、 2:0で、どの音においても女児のパ

ーセγテージが非常によいが、 2:6以後は余り差がなく

なっており、チャ行音でも同じ傾向がみられるのは面白

し、。

(4)タ行官では特にテ音のパーセYテージが惑いのは、

前述のように「じ三んしゃJを「じ玄んしゃJといった

子どもが特に多かったからである。

なお、第9表をもうすこし見やすくするために、 75%

以上の子どもがそれぞれの語音を正しく構音した部分を

斜線、 100%の部分をJ黒色であらわしてみると、第10衰

のようになる。

検査場面で正しく構音できなかった子どもに対して、

検査者が特にそのことばを子どもにいってきかせて、子

どもに模倣させて、こんどは正しく椛音できるかできな

いか、もういちど子どもの構音状態を確かめることは、

前に述べたように、やり方が検査者聞に徹底しなかった

ため、全部の子どもに試みることはできなかったが、言

諸治療経験のある検査者2名が幾人かの子どもに試みた

結果では、 (1)ある認では正Lく措盲できて、他の誇では

正しく構音できていない浮動状態を示している子ども、

及び、正しい音にほとんど近い音をだしている子ども、

及び語音の位置をとりちがえていた子どもは、検査者の

刺激に対して、たしかに正しい音に直すことができた

が、 (2)語頭、語中、語尾のどの位置でも正しく椛管でき

ていない子ども、及び、後でまた述べるが、例えば、

(S')音を〔回〕音のように (S)音から発達の速い (t)音

におきかえているような子どもの場合は、模倣させて

も、正しく椛音できない例の方が多かった。 したがっ

て、上記の浮動状態の子どもの改慈可能な構音を考慮に

入れると、第9衰のバーセ γテージは、もう少し上まわ

ることが考えられる。

3. 各語音について構音の完成する最低年令

第 9表並びに第10表からわかるように、 75%の子ども

が各言語音を完成できると思われる最低年令をみると、

(1)カ・キ・ク・ヶ・コ音は、すでに 2才前半でかなり

構音できるが2才後半てS完成する。

(2)ガ・ギ・グ・ゲ・ゴ音は、カ行音ーより幾分おくれぎ

みで、 2才後半から 3才前半へかけて完成すると考えら

れる。

(ωサ・ス・セ・ソ音は、どれも一番構音しにくれ 3

才後半でかなりでてくるが、 4才前半から 4才後半にな

らないと完全に構音できない。(シ音はシャ行音の中で

みることにした。〉

(4)(S)音の有戸音である (z)音のグループのザ・ズ・

ゼ・ゾ音のいずれも、サ・ス・セ・ y音と全く同じく、

4才師I半から 4才後半にならないと完成しない。

(のそれに対し、シャ・シ・シュ・ショ音は、 3才前半

から 3才後半へかけて構音できるようになっており、そ

の有声音のジキ・ジ・ジュ・ジ品・ジョの各音は更に2

才前半から 2才後半へかけて構音できるようになってい

る。

(6)ラ・り・ノレ・レ・ロ音は、 Z才後半から 3才前半に

かけて構音できるようになっている。

(のハ・へ・ホ及び、ヒ・フ音も 2才後半から 3才前半

にかけて構音できるようになっている。

(8)マ行音、バ行音は 2才前半で完成する音であるが、
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第10衰年令別男女別各謡言の完成率(Il)
Table .10. Development of Articulation of Each Spcech Sour:.d 
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野田他 ー 幼児の構音能力の発達に関する研究

第11表 75%の子どもが、それぞれの語音を完成できる最低年令
Tab!e 11. The Youngest age the Speech Sounds were given correct1y by 75% of the Children 

年 令 諮 音

2 才 百j 半 マ.~・ム・メ・モ (m)、バ・ピ・プ・ベ・ボ〔町、 ニュ (p)、 チャ・チ・チ品.

チヨ (tJ)、タ・テ・ト (t)

2才前半-2才後半 _，・ピ・プ・ベ・"'(p)， ~ャ. ::;・ジュ・:/':r.・ジョ (3)，カ・キ・ p・ヶ・コ (k)、

ヤ・ユ・ヨ(j)、ナ・ニ・ヌ・ネ・ノ (n)、ギュ・ギョ (gj)、ピョ (bj)

2才後半-3才前半 ガ・ギ・グ・ゲ・ゴ (9)、〆・デ・ド (d)、ハ・へ・ホ・ヒ・フ (h.c. F)、ワ (w)、

キャ・キュ・キョ (kj)、ヒャ (cj)、ラ・り・ル・レ・ロ (r)

3才師I半-3才後半 シャ・シ・シュ・ショcf)

3才後半-4才前半 pサ・ス・セ・ソ (s)、ザイ・ゼ・ゾ (z)、ツ〔同
4才前半-4才後半

パ行音の音は、パ行音に対して少しおくれぎみで、 2才

後半になってから完成すると考えられる。

(9)ヤ・ユ・ヨ音も 2才前半でかなりできてくるが、 2

才後半で完成する。

帥チャ・チ・チュ・チョ音も 2才前半で構音できる音

である。

帥ナ・ユ・ヌ・ネ・ノ音は、 2才前半で大分構音でき

るようになるが、マ行音よりは少しおくれて完成する。

帥タ・テ・ト音も早く完成する音で、ほとんど2才前

半で完成するが、ツ音だけは、 4才台にならないと完成

していない。

帥(t)音に対して、その有声音の (d)グループの〆・

デ・ド音は、無声音より少しおくれて、 2才後半から 3

才前半へかけて完成すると考えられる。

帥ワ音は、 2才後半から 3才へかけて完成する。

制撤音のうち、ユュ音は、男女ともに 2才前半で完成

し、キャ・キ a ・キョ音が 2才後半から 3才前半にかけ

てよくでてくるのに対し、ギュ・ギョ音の方が、 2才前

半から 2才後半へかけてよく構音できるようになってい

る。ピョ音は 2才後半で完成し、ヒャ音は、それより少

しおくれぎみである。

男女差については、アメりカの文献では市一般に女児

の構音能力の発達の方がよいと述ベており、 Templin聞

は、女児の方が男児より 1年早〈構音が完成すると報告

しており、高木・安田の研究結果閣では、 「一般にすべ

ての音で男児より女児に優れた結果がみられた」と述べ

ている。われわれの調査では、第9表、第10衰を一見し

たところでは、やはり一般にどちらかというと女児の方

が発達が優れてみえるが、よく調べると、すべての音で

必ずしも女児だけがす寸れているわけではなし本調査

でははっきりした結論を下すことはできないと思う。

75;百の子どもが、それぞれの穏音を完成できると恩わ

れる最低年令を、一覧表にまとめてみると、第11表のよ

うになる。この表ではっきりわかるように、ほとんど全

部の諮音は、 3才前半で完成し、シャ行音はすこしお〈

て3才後半台で完成し、サ・ス・セ・ソ音、ザ・ズ・

ゼ・ゾ音、、ノ音だけが、大分発達のおくれる音であり、

4才台では、全部の音が完成する。この結果からみる

と、前述の臨床的に問題になる音のうち、カ行音、ガ行

音、ハ行音、ラ行音はもっと巡れて発達する音かと恩か

れたが、意外に早〈完成する音であることがわかる。

なお、この結果を、 1965年に目白木・安田によって行わ

れた3才-6才の幼児の椛音能力の検査の結果と比較し

てみよう。検査の方法はほとんど同じであるが、刺激に

用いた語は76語で、語頭と語尾のみで構音状態を調べて

いる。

商木・安田は、語音の (ka)としてではなく、 (k)のよ

うに子音の音索だけでまとめているので、本調査の結果

も同じように音紫にまとめて比較することとする。年令

区分も、音索の順位も比較がしやすいように高木・安田

の結果に準ずるようにした〈第12表〉。この比較からみ

ると、傾向はほとんど同じであるが、われわれの結果の

方が、発達がかなりよくいっている。両者の C旬、Cf)，
(r)， (s)、 (dz)、 (ts)の発達は大分ずれており、特に

(r)音の発達のひらきがこのように大きいのは何の原因

によるものだろうか。高木・安田の対象児は、大阪市、

摂津市、鳥取県内の幼稚闘、保育闘に在籍している 133

名の男女児であるが、この発達の相違は、地域差による

ものなのカヘ対象児の質によるものなのか、検査者のき

きとり方のちがいによるものなのかよくはわからないら
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第12表調査の比較

Table 12. 

年令|阿木・安田の結果| 本調査の結果

j • p. b・m.'t. d・

1 ・・-・ptwCf・・-・bFdb・sI.m・-ロ引k-・J h d ・3:5 n .w・tmJ-i-pj・bj. n.w.bi.ci.k. 
以前 k.go!J.d3 

co..t;<-.J1.r 

3:6 

3: 11 

4:0 

4:5 1>・dz・ts

41 1 1 

5:5 

5: 11 

またアメリカの研究者の結果と比較するつもりで資料

をみてみると、始めの p.b・m・t・d・n.wぐらいま

では、傾向が同じで、 3才前半までの比較はできるが、

そのあととなると、〔り・ (v)・(6)・(d)など日本語音に

ない音緩や、 (sl)• CP1)・(st)などの子音結合がでてき

て比較が困難となるので、日本の研究者聞の比較の方が

立り有益と考える。

4. 正しい構音の完成する音の順位

幼児がどの音からだぜるようになるかについては、や

はりあいまいな資料しかなし子どもを観察した経験か

ら、一般的に先づ(1)悶唇音の p・b・m (パ・ピ・プ・

ベ・ポ、パ・ピ・プ・ベ・ポ、マ・ミ・ム・メ・モ〉が

でるということはだいていどの文献にもみられるが、そ

のあとの順位については、 (2)歯茎音の t.d・n (タ・

テ."'¥ y-.デ・ド、ナ・ニ・ヌ・ネ・ノ〉、それから

{副軟口蓋音の k・g" ~ (ヵ・キ・グ・ヶ・コ、ガ・ギ・

グt・ゲ・ゴ、 〉旬。・ギ。・グ。・ヶ。・~')、 (4)摩録音の

h.c.F'Cハ・へ・ホ、ヒ、フ〉、 (6)弾音正中歯茎音う円

r (ヲ・リ・ノレ・v・ロ〉、 ω)破擦音もJ・(d3)"ts. Cdz) (チ

ャ・チ・チュ・チェ・チ塁、 ツ〉、最後に摩擦歯/.ll音の

s・z(サ・久・セ・ソ、ザ・ズ・ゼ・ゾ〉や摩擦歯茎音

の J・3(シャ o .y.'V.::>.・シ品..'Vョ、 ジャ・ジ・ジ

品・ジェ・ジョ〉であるようだといわれている。また、

一般に、両唇音のよろに、ロの外の方からでる音はだし

-1切

やすく、奥へゆくにしたがい、だし方がむずかしくなる

といわれている。大西も音声の発迷の順位を外の音から

奥の音へ12線並べて説明している。外国語の音韻もλっ

ているので、本調査と関係のある音 (h音だけみあたら

ない〉だけをとりだして、まとめてみると、大体第13衰

のようになる。

第13表音声発迷の順位〈大西の説明に基く〉

Table 13. 

唇 l上糊|前歯茎|奥踏|中限口蓋|中軟口蓋

Pw，，bE i m s. z 
n !(中歯音〉t. d間 r k. 9 

〈両容音〉(襲警粛)(儲茎音〉(藤喜)
G 

われわれの得た結果では、前に示した第12表でみるよ

うに、次の点に注意してみたい。順序は第13表K示す順

序で述べてゆく。

(1)両容音m，b， -P， F， Wのグループ〈第11衰を参

照〉では、 m. bが早くでて、無声音のPは少しあ主に

なる (Fはハ行音の順と同じになる)0'wは、 このFノレ

ープで一番おそく完成する。 bの効音の一つであるピョ

音は、直音のあとになる。 (m-'b-p-W)

(幻摩採歯音 S. .Zは無声音、宥声音ともに同時位に完

成する。(く~)
帥歯芸習のし d. nのグループでは、破裂歯茎音の

無声音の tが先にでて、有声音はあとになる。通鼻歯茎

音のnl立、丁度 tとdとの問で完成する。 n音の劫音の

一つである()l)ニュ音の方がずっと早く完成する。

n 
↑ 

(t-n-b) 

(4)破綴散茎音の tJは、 意外日早く完成し、 同じFノレ

ープの破擦歯音であるツ音は一番おそく完成する。

(tト一同

(6)摩擦歯茎音のJ.3では、有声音である号、の方がず

っと先に完成し、無声音のJはかなりあfとになる。

(3一一J)

(6)硬口議音ヤ・ユ・ヨは、やはり摩擦音~jレーずの音

であるが、上述の3音と同じ位に完成する。(寸}

(7)声門摩擦音h、硬口議摩擦音仏両容摩擦音Fは、

ほとんど同じ位に完成し、中歯茎音(際音〉の rよりも

少し完成が早い。 hの劫音の一つめヒャ音は、直音と同

じ位に完成する。 くぎa

(くir)
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(8)軟口議グループの k，9では、無声音kが先に完成

し、有声音は少しおくれている。 Lかし、このグループ

の劫音の発達は、直音の発達とは逆で、ギュ・ギョの有

声音が先に完成し、キャ・キュ・キョの無声音の方はあ

とになっている。 (k-gj-g-kj)

そこでこの順位をわかりやすく並べ直してみると次の

ような順位になる。↓はあとで完成する音、 Tは先に完

成する音、くは同じ位に完成する音であることを表わ

す。

(11') (cj.) 
i /h C' 

-b""7tJ-t""7k-nーノ c-w-r-J-(“-ts'
く く号 ¥長/↓〈平↓ ω

(bju) p 'j. d • 

〈品
したがって、この順序は、第13表に示すようにだんだ

んに音のだし方が奥へゆくわけではなく、唇→奥歯茎→

前歯茎→中軟口議→中硬口議→奥歯蓮司上歯裂を使うと

いうように前方から一度臭にゆき、また前方にもどると

いう順序になっでいる。同じ摩擦音グループ、破採音h グ

Jレープでも各音の内には微妙な順序があり、有声昔、無

声音の聞にも、限序にちがいのあることがわかる。

5. 正しく構音されなかった音について

(1)不完全な椴音のタイプ

榔音能力が発達してゆく過程で、正しい様埠諸になる

までに、子どもが発語する時には、音があいまいであ〆っ

たり、脱落していたり、他の音とおきかえられていた

り、 λれちがし、があったりする。本検査で正ιく櫛音で

きなかった子どもは、どのような不完全な構音状態を示

したかを調べてみると、次のようなタイプが多い。

1)謡音の脱落ーひこうき→こうき、えんぴつ→えんち

ゅ。発達がすすむにつれてこのような例は消えて 4る。

2)子音成分の脱落ーまくら→あくあ、ほうき→おー

き、りんご→いんご。このような例は、ほとんどの音に

かなり多くみられ、年長の子どもにもみられ品。

3)音節の脱落ーくつした→Eくつ〉ちた、じゃんけん〉

てをやん(げん〕ヘ、この例は2才台だけにみられた。

4)語音のおきかえー全年令段階を通じて圧倒的白に多

〈、その種類もさまざまである引

(叫母音成分の置換ーポ〔陪〕ケット→ベ(p~)ケット、

つみ(mDき→つむ(m_l!)き、と【也，)けい→で〔引け

い-.2才台に手間官に多い沿え語中町音で案外4才台位

にもこの例が大分みられる。

(b)同グループの音へかわるー〈ま~-<ばY おなベ→

おな企

(C)前後の音に影響されてかわるーくつした→<i.し

た、てれび→てベび、つくえ→つつえ

(d).別のグループの音にかわるーおさる→おたる、

さ→くか、かがみ→かなみ

く

(6).ニ音つづけておきかわるーひも→しぼ、つくえ→

ちゅちゆえ

(f)有声音が無戸音になるーとんぼ→とん室、がっこ

う司かっこう

(司反対に無声音が有声音になるーじてんしゃ→じ:f.

んしゃ、いけ→いげP

(0)効音が直音になる キューピー→キーピー、びょ

ういん→!!-いん

(i)直音が劫音になる いぬ→いにゆ、かえる→かえ

りゅ

語音が他の音におきか主られ、 bかも位憶がかわるーー

キューピー→プーキー、ねいぞうこ→ぜいろうこ、デバ

ート→ベチャート、この例も 2，3才台に特に多いがー

「ぜいろうこ」は年長の子どもにも多くみらた。

5)中間的なあいまいな音をだすーェγ ピツー')-~~~・〉
ッ、えほん→えま〉ん。この例は 3才半まで多く、 4才司

台から減ってくる。

6)子音成分と母音成分を医切ってだすーへび→ひえ

び、おみせ→おみすえ

7)別の音がつけ加わるーおふろ→お忘ろム、 トラッグ

→トダラッグ

8)長母音が短音化するーぶどう→ぶど、ちょうちょう

→ちよちよ

(2) 構音しにくい謡音

われわれの行った検査では、やはり構音しに〈い謡音ー

は、サ・ス・セ・ソ音、ザ・ズ・ゼ・ゾ音、ツ音、:/:ャ

行音、ラ行音、ハ行音、カ行音、ガ行音など臨床的に頻:

陵高く問題になる音であることがわか eヮたが、 この他L

に、 F・ド・デ音、ナ行音、ワ音も構音しにくい音のよ

ーうである。これらの語音がどんな音におきかえられるかー

を調べてまとめた結果は第14表に示す過のであ品。

この表でわかるように、どの音もかなり多種な諸民か

きかえられている。この音のおきかわり方は、全年令情』

を逝じて、男女ともに全く同じであり、1)近似の替にれ

わりやすいこと、 2)前後にく石謡音に非常に影響苫れか

苧いこと、 3)前後の謡音日影響される場合は、思いがけi

ない音にかわることがあるが、少しの例外を除く他、大ナ

体が発述段階からいって、前の段階h 同日段階に発迭

する音におきかえられていることがわかる。

乙のことから考えると、サ音の場合、さるを之/U¥ t.二
..:t.'v，と之ルと構音する子どもの中では、とどレと櫛都

-@ -
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第14表構音しにくい語音の置換例
Table 14. Examples of Substitutions of Speech Sounds which ar:e difficult to articulate 

1語音| おきかえれる音 | 例

サ 夕、 チャ、 シャ、 ヵ、 ハ、 ツァ、 6. I i セ刊んるtさ→→zろ→タf〈り司Eたて払7 るお2ろ、eっ号〈2憎創、んちぺi L zz くしゃ、 くか はさみ→ははみ、
;ス ツ、 チ品、 、ン品、 夕、 フ、 tu、シ、 6u おc おベろちり、ゅベりし、ベんろおり、しおゅベ6uベり、りおくべり、 おふ

;セテ、チ具、シ z、へ、=、ツ品、 6e せ ん、おしぇ 、へんろ、えんろ、つえん

i ソト、チ耳、シ豆、コ、ホ、ツォ、 60 そ しょら そつおら、 60ら
ろ おへ→おへほ

， ザ ダ、 ジャ、 (チヤ〉、 ス、 ラ、 ワ、 d. おざぶとaaでいこ、→ahm和おかとうみみだんこじ、ぶbとん'-、ドおL じJ ゃぶh~とんH、L お2 ちbゃhぶとドんL 、2 おすぷ
; ズ du、ジ引 ジ、 ノレ、 プ、 ネ、 du ねずみ→ 、ねoじ"ゅ4み34.Efuね、じ=み</、4官ね、ιる'0み、、=ねV品ぷ戸事み、E、-"ねJ ねみ、

、ゼデ、ジェ、片品e かか かれかde
ゾ ド、ジョ、ロ、 do れぜい→ぞう 〉ぇどれ、ういこa、oこ、れえじよーこ、れいろうこ、 〈ぜいろ

ツ|チ晶、チ、ス、同グ えんぴつ→え〈んぴちゅ、えんびち、えんぴす、えんぴt叫えんぴ

シキ サ、 チャチヒャ、 カ、 タ ししうやぽてこ→→んすさし→つこゆ、。→そ宮、ちんーういんひゃつてこゅ、h、、んとZ、ひーししう、ちんーゃってニとう、PつんんZ、、かtてuひんこち、すっょe、たーr、ことうシス、ィ、、ヒ、 ti、SI っ siっ ‘i 'I\~ :o.\ V、ス、チュ、ヒ晶、 tu ん tんlっ.てf.fん、ちゅE、f.fうんて4

，シ E ソ、‘ン、チ豆、ヒョ、=、ト、ホ しようとつ とつ 、 ょ つもひょーとつ、こ
ーとつ、 とつ、はーとつ ' l 

ラ ア、〆、ャ、リャ、ヮ がんえむちす→があっザ、がだすザ、が，やすw 、がり wやす、-がわ.'す
リ イ、 di、しょエ、 γ、ギ tり」ト ご→いんナ み̂うヒ¥、diん、ー、 Lん、ー、 じん、、 さん」

ルウ、 dデドu、、、ユ、リュ、ム りか ー→>fかtt<え かえ、デdピドu、ポ、かえゆかえり ピゅ、、リかえむ
レエ、 り~ベ、イ品ゲ テレるりビ→テェ テ テリ=、ピ テ ベ ティ~ テゲピ
ロ‘オE 、ョ、 9.、ポ、ジョ ロポット→オト、ポ日γ ョト、ジヨザット ト、ヨポ γ ト、 ョポ γ ピト、、ポポ γ

ナ ア、バ、 マ、 目ャ おなべ→おあベ、、、じe何曲おんh制ぜぽ7へてめ、Eじ吹めんむz お、じ判iAがまいk、A ベでア号、てぎんおぐにじぐいんやベ、、
1 品イ、ジ、ギ、リ にん→い ん

ヌ ウ、泳、エュ、 du、グ、ュ、ナ、ネ、ノ てんぬじぐい→てんう てりんなじぐい、てねく、、、
ての

iネ品、メ、デ、 F、ヶ、レ いめぬが→ね→いにめがゆ、え 、めかげ、めがけ、めがれ
ノオ、=君、ゴ、ヨ ピアノ→ピアオ ゴ、ピア冒
ハア、ワ、ナ は

ヘ エ、 セ、 テ、 シェ、 ベ、 fe、ヒ おおの、なか主そ4二4 お，、え弘官おaおbええ、ん之ま宮そそ、、aib主t思活持z 、あおなてなそ、 おしえそ、 おベそ、 おfeそ、

ホ オ、 fo え屯ほ

ヒフ イウ、、 シプ、、 チグ、 ピ、 fl 即おひふ う 、 あおちると、うあふ→ぴるお、とあうf〈lる

カ ア、夕、ザ おさこかZし二なた五→-Z色eおf、うさーzK1h Sしb な おちえ、、さす三みな者 おさま宝キイ、チ、ジ、キ a つみ つ、みつ つ 、し つ中t己uだるま月ゆきゆだるま
P ウ、ツ、キ.:>.¥tu つく っ つゆえ、え

ヶェ、テ、チ とくっけ たとてえけむり→ちむり
コ オ、ト 』ま 、 ね』→ねお、ねと

トU ガ ア、 f、バ、 ラ、 ナ、 マ、 ワ かえf日がのfzみぎぐ→→→fかzわ主うみ弘;あさみfむλ、、bか初:う?ださA民公fhん料えzうtのさ品ぷち、7がらみ、 かなみ、 かまみ、 かギチ、 キ J 、さ
r ゥ、 =グ、、チプ、、 ヌ、 =ュ、 ジュ、 du 、えうの由き、えのにゆ、えのじゅ、

t iJゲデ、 主ヤレL、、 Zバネ、ぷ、ジェ ひじえ1ゴ牛」ド、、ゾ しんろう、しんのう
ヮァ、、庁、ナ、ガ u に とり ー

|、山でおんなわげ→→り→であんなあやげ、、とすゃり仇、んな内なげ、、ιでやんまがめ〉、 ぱなげ、 まなげ、 ななげ

デエ、 ν、ムピ、ベ、:.?午、メ :ふ ばこ三ふねばこ、ふひは二、ふベf:r午、|}<"17、ラ、 ナ、 パ、 ヤ おだでうど→ぶんばつごこま→→おえ、おふふん→あえまじんばろぽえ、ばーどこ、、ぶこま、おふぽつ、ふれえらんご、 おなιご、 お叫んご、 お~Iv.ご
ドフ示、ロ、ポ、ジョ まど めんままじよ

、司
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する子どもの方が早く正しい音に直りやすく、三エル、 の変化することによって、構音に難易度が生じているか

之ルと構音している子どもの方が低い発達段階の音をだ どうかを検討してみると、第15表に示すように、ほとん

しているので、 V ャルと構音している子どもよりは、な ど差違がみられないが、いくつかの音は、語中に位置す

おり方がおくれる傾向にあり、臨床的にも子どもの構音 る場合、年令が進んでも、語頭、語尾に位置しているよ

の仕方や程度から、治療の予後を知ることができると思 り構音しにくくなっている傾向がみられる。この表にあ

う。 らわれていない謡音は、変化の傾向がはっきりしなかっ

なお、この検査のための検査表を作製する際に、前述 た音である。そこで構音の難易度は、音節中の謡音の位

のように、各語音が単語の語頭、諮中、語尾にあらわれ 置によるというよりは、前後にくる音、すなわち、他の

るように配慮したが、整理にあたって、同じ詩音が位置 語音との組み合わせに、より影響されると考えられる。

第15表詩音の音節中における位抵の変化による難易度
Table 15. Difficulty of Speech Sound Production in 呼出onto Position in W ord 

諮音の位置| 年 令 諮 2同*'ニ

2:6より I ma mi me moba bu be加 仰 的 ka，ta， 5u， ;50 同

位置により ru， ho 
変化ない

3:0より I mu， bi，戸，tfa， tfi，乱均 九仇凶U，nl 

女男-一32 061 1までいえない

務 頭 {24:o 
-3:0 

〈いいにくい〉 約 3:6

約 4:6

約 3:0 ze， 5u 

{536  -3・0 Fu， re 

{雲 4:0
一-3:6 de， nu， ne， pi， ci 

語 中

(いいにくい〉
約 4:0 wa 

約 4:6 ju 

約 6:0 fo 

(520~6:6 
-6:0 te 

語 尾 約 3:0 su 

〈いいにくい〉 (女男--33 6 : 0 za 

N む

以上、 2才より 6才半までの幼児の構音状態を調査し

た結果。

ω幼児の櫛音能力は、確かにある一定の順序で発達し

てゆく。

(2)75%の子どもが、それぞれの言語音を完成する最低

年令は2才台から 4才台にわたっている。 4才台で全部

の構音が完成する。

(8)正しい構音の完成する音の順位は、

す び

I h ( .... 
m-b-tf-t-k-nー 1c-w-r-f-j ;-ts 

↓ 4 ↓↓ IF ，-
P〈?dg

の順である。無声音、有声音は必ずしも同時に完成する

わけでなく、少しずれがあり、同じグループの音の闘で

も発速に微妙な差がある。

(4)幼児の構音の誤りには、さまざまなタイプがあり、

その中でも音の置換が一番頻度が高い。置換の仕方に

169= 
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は、程度の差はあっても、男女の別なく、全年令層を通

じて全く同じ現象がみられる。

(紛構音Lにくい音の多くは、発達の遅いザ・ス・セ

・ツ昔、ザ・ズ・ゼ・ゾ音、シャ行昔、ツ菅などである

が、戸・ド・デ音、ナ行昔、ワ皆などの案外発達の早い

音もある。

帥同じ謡音が音節中で位憶が変わった場合、構音に難

易度が生じるか苔については、ある音では、諮頭や諮尾

に位置するより、話中に位置するl時の方が構音し難くな

る傾向がある。しかし、構音の難易度は、前後の他の議

音との組み合わせに、より関係があるように思われる。

の諸点が明かになった。この発達の基準、正しい構音

の完成する音の順位などは、臨床面ですぐに役立てるこ

とができると思う。われわれは、更に、本研究をもとに

使いやすい「構音能力発達テスト」の作成に着手してい

る。

本研究のために資料提供に心よく御協力下さいました

東洋英和幼稚園、盤南坂幼稚園、同胞幼稚園、原宿幼稚

閤並びに保健指導部、教義相談室、ナースクールームに

深〈感謝いたします。また、終始御助言下さいました蘇

脇要先生、特に資料蒐集から最後の整理までお手伝い下

さいました中川光子氏、野瀬正子氏、日本児童研究所の

鈴木徳子氏、商倒な整理を助けて下さいました芦沢淳子

氏、第六部の稗田涼子氏、武藤道代氏、松尾利久子氏、

研修生北川正子氏に深く感謝の意を表します。
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Development of Articulation of Speech Sounds of ]apanese Children 

Utako Noda， Yumiko lwamura， Keiko Naito. and Kiyomi Asuk剖

1. Purpose 

To make a longitudinal study of articulation of speech sounds of Japanese children ranging in 

age from 2 through 6 : 6 y回同 andto get the normative data on the usual ages for the mastery 

of speech sounds $0 that the degree of retardaticin in general articulation development may readily 

be found and be useful for the remedial work with child悶 1having defective speech. 

2， Method 

210-item articulation test intending to determine the general adequacy of articulation of 80 

Japanese speech sounds in three positions was given to 446 children (223 male， 223 female) normal 

in inte1ligence and hearing. Each child's articulation of sp配 i自cspeech sounds in selected words was 

obtained by making each chi1d utter the words spontaneously in response to the pictur田 shownby 

the examiner. 

3. Findings 

工 Theyoungest age at which 75% or more of the chi1dren could articulate 田 ch speech 

sound correct1y: 

1) Almost all the sounds including (m， b. p.ιd， k， g， j， tf， 3， W， n， )1， kj， gj， bj， 11， F， c，引 and。aremastered from 2 to 3 : 5 years of age 

2) (fl sound is mastered by the end 01 3 y曲目 ofage 

3) (s， z. ts) sounds are found to b-e slow in development and are mastered by the end of 4 

years of age 

II . The order of the mastery of each spe田 hsound is as follows: 

ノh 内

m-bゥtf-t-k-n くc-w-r-fーく:ー匝
!)3 l ↓ ¥F B 

P 、j d g 

][. The sounds difficult to articulate were (s， z. tS. f， r， h， c， F， k. g. d， n and w) 

The types of町 rorsfound were omission. substitution. insertion and distortion. 

The way a co町田tconsonant sound is replaced with an incorrect one was quite the same 

throughout all age levels regardless of the sex， though the degree differed 

There was a silght tendency that some medial sounds were more difficult for the children to 

produce than the sounds occurring in the final and initial positions 

With the above data as a basis， we are now trying to devise a diagnostic articulation test. 
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